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(57)【要約】
【課題】位相補償フィルムを加えることなく、低コスト
で製造でき、コントラスト比が高く、視角特性も良く、
表示品質の優れた液晶表示装置を提供することを目的と
する。
【解決手段】アクティブマトリックス型液晶表示装置の
液晶パネルの各画素を第１の液晶配向方向を有する第１
配向領域と第２の配向領域を有する第２配向領域を有す
る液晶層を備え、第１の配向方向と前記第２の配向方向
とは略１８０度異なり、液晶層を挟む２枚の偏光板の透
過軸は互いに直交し、２枚の偏光板の透過軸は前記第１
及び第２の配向方向と略４５度の角度をなすように構成
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクティブマトリックス型液晶表示装置の液晶パネルであって、
　前記液晶パネルの各画素は第１の液晶配向方向を有する第１配向領域と、第２の液晶配
向方向を有する第２の配向領域と、を有する液晶層を備え、
　前記第１の液晶配向方向と前記第２の液晶配向方向とは略１８０度異なり、
　前記液晶層を挟む２枚の偏光板の透過軸は互いに直交し、偏光板の透過軸は前記第１及
び第２の配向方向と略４５度の角度をなすように構成されていることを特徴とするアクテ
ィブマトリックス型液晶表示装置の液晶パネル。
【請求項２】
　請求項１に記載のアクティブマトリックス型液晶表示装置の液晶パネルにおいて、
　前記液晶層はＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードであることを特徴とする
アクティブマトリックス型液晶表示装置の液晶パネル。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の液晶パネルを有することを特徴とするアクティブマトリック
ス型液晶表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置、特に視角特性の優れた液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　省スペース、省電力の要請から、液晶表示装置はＰＣモニター等を中心として幅広く利
用されている。さらに、液晶表示装置が表示装置として幅広く普及してゆくためには、さ
らなる、価格、高コントラスト比、高速応答性等における改善が必要である。
【０００３】
　所謂ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードの液晶（以下「ＴＮ液晶」ともい
う）は製造コストが安く広く利用されている。
【０００４】
　このＴＮ液晶においては、２枚の偏光板を直交させて使用し、液晶層に電圧が印加され
ていない状態（ノーマリー状態）で、バックライトの光を透過させることにより、明表示
（ノーマリーホワイト表示）を得る。他方、暗表示は液晶層に十分な電圧を印加して、液
晶分子を基板に対して垂直方向に立ち上がらせ、ＴＮ液晶のツイスト配向状態を解除し、
光が液晶層を通過しても、偏光しないようにすることによって得ている。
【０００５】
　しかしながら、液晶層に十分な電圧を印加しても、配向膜近傍の液晶分子に対しては、
液晶分子が配向膜に施された配向処理による配向規制力が働くために液晶分子の挙動が規
制され（アンカリング効果）、電圧が印加されても電圧の方向に完全に配向することがで
きず、コントラストの低下や中間諧調における諧調反転等を引き起こし、十分な視角特性
が得られず、表示品質の低下を招くという問題がある。
【０００６】
　この問題に対応できる案として、文献１に記載されているようなマルチドメインを使用
するものがある。
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－７２２０９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、文献１に開示されている解決策の場合には、位相差補償素子として、位
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相補償フィルムを必要とし、部品点数が増加してしまい、製造コストの上昇につながる。
【０００９】
　そこで、本発明は、位相補償フィルムを加えることなく、低コストで製造できるととも
に、コントラスト比が高く、視角特性も良く、表示品質の優れた液晶表示装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　請求項１に記載の発明は、アクティブマトリックス型液晶表示装置の液晶パネルであっ
て、
　前記液晶パネルの各画素は第１の液晶配向方向を有する第１配向領域と、第２の液晶配
向方向を有する第２の配向領域と、を有する液晶層を備え、
　前記第１の液晶配向方向と前記第２の液晶配向方向とは略１８０度異なり、
　前記液晶層を挟む２枚の偏光板の透過軸は互いに直交し、偏光板の透過軸は前記第１及
び第２の配向方向と略４５度の角度をなすように構成されていることを特徴とする。
【００１１】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のアクティブマトリックス型液晶表示装置の
液晶パネルに係り、
　前記液晶層はＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モードであることを特徴とする
【００１２】
　請求項３に記載の発明は、アクティブマトリックス型液晶表示装置であって、
　請求項１または２に記載の液晶パネルを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、従来の液晶パネルに対して位相補償フィルムを加えることなくコント
ラスト比と視角特性を向上させることができる。効果についての詳細は次の「発明を実施
するための最良の形態」において説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図を参照しつつ、発明を実施するための形態につき説明する。
【００１５】
　図１は本発明の実施の形態に係る画素の構造の概略を示す展開図である。
図１において、１０７は偏光板であり、１０６は配向膜であり、１０６Ａはサブ配向膜で
あり、１０６Ｂもサブ配向膜であり、１００は各画素に対応する液晶セルであり、１００
Ａはサブ液晶セルであり、１００Ｂもサブ液晶セルである。１０３Ａ１は液晶分子であり
、１０３Ａ９も液晶分子であり、１０３Ｂ１も液晶分子であり、１０３Ｂ９も液晶分子で
ある。１０４は配向膜であり、１０４Ａはサブ配向膜であり、１０４Ｂもサブ配向膜であ
る。１０５は偏光板である。１１１は偏光板１０７の透過軸の方向を示す矢印であり、１
０８Ａはサブ配向膜１０６Ａに施されている配向方向であるラビング方向を示す矢印であ
り、１０８Ｂはサブ配向膜１０６Ｂに施されている配向方向であるラビング方向を示す矢
印であり、１０１Ａはサブ配向膜１０４Ａに施されている配向方向であるラビング方向を
示す矢印であり、１０１Ｂはサブ配向膜１０４Ｂに施されている配向方向であるラビング
方向を示す矢印であり、１１０は偏光板１０５の透過軸の方向を示す矢印である。矢印１
０１Ａと１０１Ｂとの方向は略１８０度異なる。なお配向方向を示す矢印は液晶分子のプ
レチルト方向を考慮して、液晶分子が立ち上がる方向を矢印の先として表している。
矢印１０８Ａと１０８Ｂも方向が略１８０度が異なる。言い換えれば、矢印１０８Ａと１
０８Ｂは対称的な関係となっている。
また、偏光板の透過軸の方向を示す矢印１１１と１１０の方向は略９０度異なり略直交し
ている。
　なお、請求の範囲に記載されている「配向領域」とは一つの画素を二つに分けた領域で
あり、その各領域には「サブ液晶セル」、「サブ配向膜」が存在する。
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【００１６】
　液晶セル１００はサブ液晶セル１００Ａとサブ液晶セル１００Ｂよりなる。また、配向
膜１０４もサブ配向膜１０４Ａとサブ配向膜１０４Ｂよりなる。同様に、配向膜１０６も
サブ配向膜１０６Ａとサブ配向膜１０６Ｂよりなる。液晶分子１０３Ａ１はサブ液晶セル
１００Ａの中で最も下方に位置するものであり、サブ配向膜１０４Ａに接しており、矢印
１０１Ａと同じ方向に配向する。同様に、液晶分子１０３Ｂ１はサブ液晶セル１００Ｂの
中で最も下方に位置するものであり、サブ配向膜１０４Ｂと接しており、矢印１０１Ｂと
同じ方向に配向する。
【００１７】
　液晶分子１０３Ａ９はサブ液晶セル１００Ａの中で最も上方に位置するものであり、サ
ブ配向膜１０６Ａに接しており、矢印１０８Ａと同じ方向に配向する。同様に、液晶分子
１０３Ｂ９はサブ液晶セル１００Ｂの中で最も上方に位置するものであり、サブ配向膜１
０６Ｂに接しており、矢印１０８Ｂと同じ方向に配向する。
【００１８】
　最初にサブ液晶セル１００Ａ側の画素について説明する。
液晶分子１０３Ａ１と１０３Ａ９の中間に存在する液晶分子は液晶分子１０３Ａ１の方向
から液晶分子１０３Ａ９の方向に向かって順次ツイスト配向している。
【００１９】
　図３はサブ液晶セル１００Ａに電圧が印加されていない場合にサブ液晶セル１００Ａの
中に存在する液晶分子１０３Ａ１、液晶分子１０３Ａ９および液晶分子１０３Ａ１から液
晶分子１０３Ａ９の間に存在する液晶分子が、順次ツイスト配向している様子を示す平面
図である。
　また、図６はサブ液晶セル１００Ａに電圧が印加されていない場合にサブ液晶セル１０
０Ａの中に存在する液晶分子１０３Ａ１、液晶分子１０３Ａ９および液晶分子１０３Ａ１
から液晶分子１０３Ａ９の間に存在する液晶分子が、順次ツイスト配向している様子を横
から視た図３のＸ－Ｘ切断線断面図である。
図６において、θはプレチルト角である
また、図３において、１０３Ａ１はサブ配向膜１０４Ａに接している液晶分子であり、１
０３Ａ９はサブ配向膜１０６Ａに接している液晶分子である。また、１０１Ａはサブ配向
膜１０４Ａ内の配向の方向、すなわちラビングの方向を示す矢印であり、１０８Ａはサブ
配向膜１０６Ａ内の配向の方向、すなわちラビングの方向を示す矢印である。１０３Ａ２
は液晶分子１０３Ａ１と１０３Ａ９の間に位置する液晶分子であり、液晶分子１０３Ａ１
と１０３Ａ９の間の方向に配向している。また、１１０は偏光板１０５の透過軸の方向を
示す矢印であり、１１１は偏光板１０７の透過軸の方向を示す矢印である。３０１は液晶
分子１０３Ａ１が配向している方向と液晶分子１０３Ａ９が配向している方向の中間の方
向を示す白抜き矢印である。
【００２０】
　なお、偏光板１０７と配向膜１０６の間にはガラス基板（不図示）が存在する。同様に
、偏光板１０５と配向膜１０４の間にもガラス基板（不図示）が存在する。
【００２１】
　次に、図１の本発明の実施の形態に係る画素の作用効果について、説明する。
【００２２】
　サブ液晶セル１００Ａに電圧が印加されていない場合には配向膜１０４Ａに接している
液晶分子１０３Ａ１は配向膜１０４Ａから配向規制力を受けて、プレチルト角θだけ液晶
分子の先端を持ち上げた状態で、液晶分子の長軸方向を配向膜１０４Ａのラビングの方向
と同じ方向に向けて配向する。すなわち配向方向を示す矢印１０１Ａと同じ方向に配向す
る。同様に、配向膜１０６Ａに接している液晶分子１０３Ａ９は配向膜１０６Ａのラビン
グの方向と同じ方向に配向する。すなわち配向方向を示す矢印１０８Ａと同じ方向に配向
する。また、液晶分子１０３Ａ１から液晶分子１０３Ａ９の中間に存在する液晶分子は液
晶分子１０３Ａ１が配向する方向から液晶分子１０３Ａ９が配向する方向へと順次、図３
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に示されているように配向する。図６に、横からみた様子が示されている。
【００２３】
　この場合には、図３に示されているように、液晶分子１０３Ａ１が配向する方向から液
晶分子１０３Ａ９が配向する方向まで略９０度ツイスト配向している。そのために、偏光
板１０５から入射した光は略９０度ツイストして偏光板１０７を通過し、明表示となる。
【００２４】
　次に、暗表示について説明する。暗表示を行うためには、サブ液晶セル１００Ａに十分
な電圧を印加する。
【００２５】
　図７はサブ液晶セル１００Ａに十分な電圧が印加された場合に液晶分子が配列する様子
を示す平面図である。
【００２６】
　図５は図７のＹ－Ｙ切断線断面図であり、サブ液晶セル１００Ａに十分な電圧を印加し
たときに液晶分子が配列する様子を示している。
図５において、５０１乃至５０５は液晶分子である。
サブ液晶セル１００Ａに十分な電圧を印加すると液晶分子は図５に示されているように電
界の方向に沿うように配向する。サブ液晶セル１００Ａに示される液晶層の層厚方向の中
間に位置する液晶分子はほぼ垂直に配向する。しかし、液晶分子１０３Ａ１、１０３Ａ９
のように配向膜１０４Ａおよび１０６Ａ近傍に位置する液晶分子は、配向膜１０４Ａおよ
び１０６Ａによる所謂アンカイング効果により、十分に立ち上がることはできず、プレチ
ルト角θを保ちつつ、液晶分子の長軸方向を配向膜１０４Ａに施されている配向方向１０
１Ａと配向膜１０６Ａに施されている配向方向１０８Ａとの中間の角度の方向において図
７に示されているように重なって配向する。この中間の角度の方向は図７の白抜き矢印３
０１が示す方向と一致する。
【００２７】
　図７から理解できるように、白抜き矢印３０１の方向と偏光板１０５の透過軸の方向１
１０とは平行である。液晶分子が重なっている方向と偏光板１０５の透過軸の方向１１０
とが平行であると、偏光板１０５から入射した光は光の振動面の方向を該液晶分子の存在
によって変えられることない。また、液晶分子のうち、配向膜の近傍でない領域に存在す
るものは、電界方向に沿ってほぼ垂直に立つから、これらの液晶分子の存在によっても、
光の振動面の方向は変化させられない。したがって、液晶に入射し、偏光板１０５を透過
した光は、その振動面を偏光板１０５の透過軸の方向１１０と同じ方向に維持し、偏光板
１０７に到達する。ここで、偏光板１０５の透過軸の方向と偏光板１０７の透過軸１１１
の方向とは９０度をなすから、偏光板１０７に到達した光の振動面は、偏光板１０７の透
過軸１１１の方向とは９０度をなすこととなり、偏光板１０７を通過することができない
。その結果、理想的な暗表示が得られる。
【００２８】
　次に、従来の画素について同様に十分な電圧を印加した場合について説明する。従来の
画素に十分な電圧を印加すると、液晶層の層厚方向の中間に位置する液晶分子はほぼ垂直
に配向する点は、本発明に係る場合と同様である。また、配向膜近傍の液晶分子が配向方
向が９０度異なる上下の配向膜の方向がなす角度の中間の方向に配向する点もおなじであ
る。
【００２９】
　しかしながら、上下の配向膜に施されているラビングの方向がなす９０度の角度の中間
の４５度の角度の方向は本発明に係る場合においては、偏光板の透過軸の方向と同じにな
るのに対して、従来の画素の場合には、上下の配向膜がなす角度の中間の方向は偏光板の
透過軸の方向と４５度の角度をなすこととなる。
その結果、配向膜近傍の液晶分子は、偏光板の透過軸の方向と４５度の角度の方向に配向
するので、該液晶分子によって、一方の偏光板から液晶に入射した光は偏光してしまうこ
ととなる。偏光してしまうことにより、他方の９０度偏光面が異なる偏光板を通過する光
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が存在してしまい、良好な暗表示を得ることができない。
【００３０】
　この結果、従来の画素においては、十分な電圧を印加した場合においても、配向膜近傍
の液晶分子が、完全に立ち上がらず、コンストラスト比を劣化させることとなる。
　一方、本発明に係る画素においては、十分な電圧を印加した場合においても、配向膜近
傍の液晶分子が、完全に立ち上がらない点においては同様であるが、配向膜近傍の液晶分
子が偏光板と同じ方向に配向するので、コンストラスト比を劣化させることとはならず、
高コントラスト比を実現できる。
【００３１】
　図８は本発明の実施の形態に係る液晶パネルの画素に印加している電圧と透過率を示す
グラフである。
図９は従来のＴＮ液晶に係る液晶パネルの画素に印加している電圧と透過率を示すグラフ
である。
【００３２】
　図８と図９において、縦軸は光の透過率であり、横軸は液晶に印加する電圧（ボルト）
である。
【００３３】
　図８に示されている印加電圧が４．５Ｖ近傍における透過率は約０．０２％である。そ
れに対して、図９に示されている、印加電圧が４．５Ｖ近傍における透過率は約０．２％
である。電圧を印加していない場合の透過率は両者とも同じであるから、コントラスト比
は約１０倍異なる。
【００３４】
　次に、サブ液晶セル１００Ｂ側について説明する。サブ液晶セル１００Ｂ側とサブ液晶
セル１００Ａ側の相違はサブ配向膜１０６Ｂに施されている配向方向がサブ配向膜１０６
Ａに施されている配向方向と略１８０度異なり、サブ配向膜１０４Ｂに施されている配向
方向とサブ配向膜１０４Ａに施されている配向方向も略１８０度異なる点であり、結果と
して、サブ液晶セル１００Ｂ内の液晶分子とサブ液晶セル１００Ａ内の液晶分子が配向す
る方向は、対称的な関係にある。
【００３５】
　図４はサブ液晶セル１００Ｂに電圧が印加されていない場合にサブ液晶セル１００Ｂの
中に存在する液晶分子１０３Ｂ１、液晶分子１０３Ｂ９および液晶分子１０３Ｂ１から液
晶分子１０３Ｂ９の間に存在する液晶分子が、順次ツイスト配向している様子を示す平面
図である。
【００３６】
　図４において、１０３Ｂ１はサブ配向膜１０４Ｂに接している液晶分子であり、１０３
Ｂ９はサブ配向膜１０６Ｂに接している液晶分子である。また、１０１Ｂはサブ配向膜１
０４Ｂに施されている配向方向、すなわちラビングの方向を示す矢印であり、１０８Ｂは
サブ配向膜１０６Ｂに施されている配向方向、すなわちラビングの方向を示す矢印である
。１０３Ｂ２は液晶分子１０３Ｂ１と１０３Ｂ９の間に位置する液晶分子であり、液晶分
子１０３Ｂと１０３Ｂ９の間の方向に配向している。また、１１０は偏光板１０５の透過
軸の方向を示す矢印であり、１１１は偏光板１０７の透過軸の方向を示す矢印である。４
０１は液晶分子１０３Ｂ１が配向している方向と液晶分子１０３Ｂ９が配向している方向
の中間方向を示す白抜き矢印である。
【００３７】
　サブ液晶セル１００Ｂ側についても、サブ液晶セル１００Ｂに電圧が印加されていない
場合には、液晶分子は図４に示されているように、液晶分子１０３Ｂ１が配向する方向か
ら液晶分子１０３Ｂ９が配向する方向まで略９０度ツイスト配向している。そのために、
偏光板１０５から入射した光は略９０度ツイストし、偏光板１０７を通過し、明表示とな
る。この点はサブ液晶セル１００Ａ側と同じである。
【００３８】
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　また、サブ液晶セル１００Ｂに十分な電圧を印加すると、サブ液晶セル１００Ａに電圧
が印加された場合と同様に、液晶分子が電界の方向に沿って配列する。
【００３９】
　サブ液晶セル１００Ｂ側とサブ液晶セル１００Ａ側の場合において異なる点は、サブ配
向膜１０４Ｂに施されている配向方向がサブ配向膜１０４Ａに施されている配向方向と略
１８０度異なり、対称的であることにより、最も良いコントラスト比を得られる方向も対
照的になることである。
【００４０】
　図２はサブ液晶セル１００Ｂとサブ液晶セル１００Ａに電圧が印加された場合の液晶分
子が配列する様子を模式的に示す断面図である。
図２に示されているように、サブ液晶セル１００Ｂ内の液晶分子とサブ液晶セル１００Ａ
内の液晶分子は対称的にその方向を配列する。
【００４１】
　その結果、諧調反転を生じさせる方向もサブ液晶セル１００Ｂ側とサブ液晶セル１００
Ａ側においては対称的となる。そのため、コントラスト比、及び諧調反転において、サブ
液晶セル１００Ｂ側とサブ液晶セル１００Ａ側とはお互いに相手側を補完することとなる
。
その結果、本発明に係る画素によれば、コントラスト比と視覚特性を改善できる。
【００４２】
　図１２は従来の画素構造（ＴＮ液晶）を有する液晶パネルの視角特性を示すグラフであ
り、図１３は従来の画素構造（ＴＮ液晶）を有する液晶パネルであって位相補償フィルム
によって改善された液晶パネルの視角特性を示すグラフであり、図１４は本発明に係る画
素を有する液晶パネルの視角特性を示すグラフである。
図１２において、１２０１乃至１２０３は諧調反転が生じている視角領域を示している。
この点は、図１３、１４においても同様である。
図１２は画面を視る全方位において、視る方位と諧調反転の発生との対応を示すグラフで
あり、図に「９０度」と記載されている方向は画面を上から、言い換えると時計の１２時
の方向から視る場合に対応し、「１８０度」は画面を左から、言い換えると時計の９時の
方向から視る場合に対応し、「２７０度」と記載されている方向は画面を下から、言い換
えると時計の６時の方向から視る場合に対応し、「０度」と記載されている方向は画面を
右から、言い換えると時計の３時の方向から視る場合に対応する。また、グラフの内部の
各同心円付近に記載されている「度数」は、画面に対して垂直方向から水平方向への角度
を示し、外側の同心円ほど垂直方向から水平方向への角度が大きい。この点は、図１３、
１４においても同様である。
【００４３】
　また、図１２において、１２０１乃至１２０３は、諧調反転が生じた方位と諧調反転の
度合いを示している。
【００４４】
　図１２に示されているように、従来の画素構造（ＴＮ液晶）においては、上と左右、そ
して下から視た場合において、広い範囲で、諧調反転が生じており、視角特性が非常に悪
い。
また、図１３に示されているように、従来の画素構造（ＴＮ液晶）を位相補償フィルムに
よって改善した場合には、上下方向から視た場合には比較的諧調反転は生じていないが、
左右から視たときには、相当の諧調反転が生じている。
【００４５】
　これらに比較して、図１４に示されているように、本発明に係る画素の場合には、全方
位において、ほとんど諧調反転が生じておらず非常に良い視角特性が得られており、各画
素の各液晶セルがお互いに視角特性を補完し合っていることがわかる。
【００４６】
　なお、本発明の実施の形態に係る画素構造を有する液晶パネルの製造方法は公知の液晶
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パネルの製造方法と同様である。異なる点は各画素が二つの領域に分かれ、お互いに略１
８０度異なる配向方向を有する点である。この点は、各画素に対応する配向膜にお互いに
略１８０度異なるラビング方向を形成すればよい。このお互いに略１８０度異なるラビン
グ方向を得るためには、配向膜をラビングする際に、２回に分けてラビングを行い。各ラ
ビングの際にマスクを使用して略１８０度異なる方向にラビングを行う。図を参照して説
明する。
【００４７】
　図１０は配向膜１０６のサブ液晶セル１００Ａ側の配向膜をラビングする場合に使用す
るマスクの概略を説明するための説明図である。
図１０において、１００１は配向膜１０６のサブ液晶セル１００Ａ側の配向膜をラビング
する場合に使用するマスクであり、斜線が施されている範囲は開口している。
【００４８】
　液晶セル１００Ａ側の配向を得るためには、配向膜１０６を、マスク１００１を使用し
て、矢印１０８Ａに沿ってラビングする。
【００４９】
　図１１は配向膜１０６のサブ液晶セル１００Ｂ側の配向膜をラビングする場合に使用す
るマスクの概略を説明するための説明図である。
図１１において、１１０１は配向膜１０６のサブ液晶セル１００Ｂ側の配向膜をラビング
する場合に使用するマスクであり、点模様が施されている範囲は開口している。
【００５０】
　液晶セル１００Ｂ側の配向を得るためには、配向膜１０６を、マスク１１０１を使用し
て、矢印１０８Ｂに沿ってラビングする。なお、同様のマスクを使用し、光を照射して、
配向を形成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施の形態に係る画素の構造の概略を示す展開図である。
【図２】サブ液晶セル１００Ｂとサブ液晶セル１００Ａに電圧が印加された場合の液晶分
子が配列する様子を模式的に示す断面図である。
【図３】サブ液晶セル１００Ａに電圧が印加されていない場合にサブ液晶セル１００Ａの
中に存在する液晶分子１０３Ａ１、液晶分子１０３Ａ９および液晶分子１０３Ａ１から液
晶分子１０３Ａ９の間に存在する液晶分子が、順次ツイスト配向している様子を示す平面
図である。
【図４】サブ液晶セル１００Ｂに電圧が印加されていない場合にサブ液晶セル１００Ｂの
中に存在する液晶分子１０３Ｂ１、液晶分子１０３Ｂ９および液晶分子１０３Ｂ１から液
晶分子１０３Ｂ９の間に存在する液晶分子が、順次ツイスト配向している様子を示す平面
図である。
【図５】サブ液晶セル１００Ａに十分な電圧が印加された場合に液晶分子が配列する様子
を横から視た図７のＹ－Ｙ切断線断面図である。
【図６】図３のＸ－Ｘ切断線断面図である。
【図７】サブ液晶セル１００Ａに十分な電圧が印加された場合に液晶分子が配列する様子
を示す平面図である。
【図８】本発明の実施の形態に係る液晶パネルの画素に印加している電圧と透過率を示す
グラフである。
【図９】従来のＴＮ液晶に係る液晶パネルの画素に印加している電圧と透過率を示すグラ
フである。
【図１０】配向膜１０６のサブ液晶セル１００Ａ側の配向膜をラビングする場合に使用す
るマスクの概略を説明するための説明図である。
【図１１】配向膜１０６のサブ液晶セル１００Ｂ側の配向膜をラビングする場合に使用す
るマスクの概略を説明するための説明図である。
【図１２】従来の画素構造（ＴＮ液晶）を有する液晶パネルの視角特性を示すグラフであ
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【図１３】従来の画素構造（ＴＮ液晶）を有する液晶パネルを位相補償フィルムによって
改善した液晶パネルの視角特性を示すグラフである。
【図１４】本発明に係る画素構造を有する液晶パネルの視角特性を示すグラフである。
【符号の説明】
【００５２】
　　１００　　　各画素に対応する液晶セル
　　１００Ａ　　サブ液晶セル
　　１００Ｂ　　サブ液晶セル
　　１０１Ａ　　サブ配向膜１０４Ａに施されている配向方向であるラビング方向を示す
矢印
　　１０１Ｂ　　サブ配向膜１０４Ｂに施されている配向方向であるラビング方向を示す
矢印
　　１０３Ａ１　液晶分子
　　１０３Ａ９　液晶分子
　　１０３Ｂ１　液晶分子
　　１０３Ｂ９　液晶分子
　　１０４　　　配向膜
　　１０４Ａ　　サブ配向膜
　　１０４Ｂ　　サブ配向膜
　　１０５　　　偏光板
　　１０６　　　配向膜
　　１０６Ａ　　サブ配向膜
　　１０６Ｂ　　サブ配向膜
　　１０７　　　偏光板
　　１０８Ａ　　サブ配向膜１０６Ａに施されている配向方向であるラビング方向を示す
矢印
　　１０８Ｂ　　サブ配向膜１０６Ｂに施されている配向方向であるラビング方向を示す
矢印
　　１１０　　　偏光板１０５の透過軸の方向を示す矢印
　　１１１　　　偏光板１０７の透過軸の方向を示す矢印
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